
ビニールハウス利用の癌糞乾燥試験  

殿内正芳・清水明良・宮下光男  

目 的  

昭和A5年まより実施して来た、ビニーノレ、ウス利用の鶏糞乾燥法について一野外実証試験   

として八王子市内に大型のハウスを設置して夏季における柴の乾燥とその発生臭気の消臭効果   

を凋奄するとともにノ、ウスを立体的に使用して使用廊横の増加を計るペく、′、ウス内での淵干  

し旺ついて場内調奄を実施したのでその結果を報告する。  

Ⅰ ハウスの立体利用試険  

1． 試験力法  

（1J′－ウスの横道  

木製の巾2．77刀長さ5．A川軒高1．8′乃株高∠．27乃、厚さ8．2爪前のビニール嚢りの′、ウス  

内に床面より50仰ごとに桟を作り5殺とし中央ほ通路として、南北の二面を右左巾8d  

爪ごとに柱を入れ引区画として出入口は北面のlまぼ中央にした。南面50段、北面25段  

である。棚の巾、奥行ともに85cmの4形で、出し入れが可能の棚とした。棚の床Iま板、  

金網（5椚H］）スノコ（頼巾5m、空間1cⅦ）ヨシズのd饉類とし、換気扇机＝ Oc爪の威  

圧で1D O V2□0Ⅳを中央通路の西側の床よりd O疎の高さ㌢こ設置した。  

（別図＝－2）  

別偲1－2 ′、ウスの構造  

2 縦 斬 面  l横 断 面  

ゝ換気扇  床上 60仰  

86c椚 桂 一珊  

色」カ 法  

各列各段にそれぞれの棚を入れ、1枚の棚iこ生鶏糞2Dkクをのせて乾燥の行進を水分合  
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最の測定によった。責の反転は乾燥期間中2回行った。   

2．成 摸   

（1）紫期間の成績  

棚の種類と位置は次表（1Jのようで糞の含水率は75％で．糞の反転は14日目とぅ【】日  

日の2垣l行ない、水分の測定は50日巨とぅる日日に行ったハ（別表2・－5）  

表（215ロ8目含水率  表（1J椰の種頬と1立直  

1  2  5  4  5  占   
板  スノコ  スダレ  

スノコ   
2  

う  ／   

板  ア ミ  スノコ  板  板   

A   

スノコ  スノコ  スノコ  板  スノコ  板▲   

5   

スダレ  スダレ  ！板 l  スダレ  スダレ  スノコ   

2  5  4  5  d   
板  スノコ  ス夢レ  スノコ  7 ミ   

5A％  52  17  52  17   
7 ミ  スノコ  スノコ  ア ミ  スノコ  スノコ  

2                 2占  d2  59  ‘5  50  57   

5  

板  ア ミ  ス／コ  板  板  

d4  る‘  d7  d8  59   
スノコ  ス／コ  スノコ  板  スノコ  板  

4  

d5  59  59  71  5∈I  59   
ス〆レ  スダレ  板  ス〆レ  スダレ  ス／コ  

5  
dO  55  】る9  】71  55  占0   

表札156日目の含水率  

1  2   5   d   5   

板   スノ コ   スダレ   スノ コ   ア  ミ   
ロ  5 0   8   5 5   14  

外部1d  1占  d   50  ・ 
細麿＝0  10  9   ∠  

d  

ア  ミ   スノ コ   ス／コ   ア  ミ   スノ コ   スノ コ  
中心 15   5 0   2 5   15   12   15  

2                                      外部 10   1J   10   10   1□   11  

張付  5 8   5 5   Jしl   

板  7ミ  スノコ  板  板  
中心  55  58  48  

5  A O  19  55  21   19  

細粒   25   10   10   1d   14   

スノ コ   スノ コ   板  
d  

中心 55   5 5  
外部 40   2 5  25  
細粒 10   10   10   

スダレ   スノコ  
中心55  

5  25  

細粒 10   スノ コ  スノコ  板            55  5 5  55         59  59  5 9         1D  1D  12          スダレ d8  板  スダレ  スダレ  10   
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床の板張l土綬面が附宕するために、乾燥は悪く、スノコ張も坂面の部分が同様で、網藁  

りとスダレはその点では良い。棚で立佐化することほ糞の凍拝は意のまゝにならない。   

床面の種煩を問わず、上部ほ乾燥の行虐が良い。横列の1－dまでではd列は側面から  

の日当りを受けることと換気扇が近いことから、換気扇より遠のくに従ってやゝ悪く乃：つ  

ている。  

5d8間の室内外の気象の状況は次表甚のようである。  

蓑（AJ 5d8間の平触．湿度と天候．8数  

温  度  湿  度  
最 高  最 低  1D時  最 高  最 低  1D時   

輪  考  

外 気   91  －1．8  丘0  d5．8  

茎  
内   
天  候   晴  費  雨  堤竣雨 晴後塁 小 雨  
8  数   22日  7  1  2  1  5  

最低気温が口髭以下に下ウた日数は外で278、ハウス内では上下部位共に24日であ   

った。温度は上部が高く．湿度は室外と室内でむま外より室内が高い。この日教ほ上部で10   

日間、下部で178間であって．上部の痘鑑の高い日ほ糞の搬入后5日臼よウ128まで   

の間に集中され．‘下郡湿度が室外湿度より高い8救ほ主として搬入后20El以降に築申さ  

れている。上部と下部を比較すると下部の高い計が2d日間であった。  

上部の乾燥状況が下部より良好なのほ底痙8が当るために温度が高い結果と思われ、下  

部は月鍾干の状態になるためと思われ、点温により上部ほ乾腰した空気となり、下部ほそ  

の道となるために乾燥の進行が惑いと思われた。   

（2I春期の成績  

棚を次表（5）のとおりに位眉して、含水率80～85％の生糞を混合して、1枚に20頗  

を入れて調査した。板張り棚は今回より除外した。鰭搾は10日日に1凶行なった。  

搬入後2〔1日で上段の金網、ヨシズの欄は乾燥した。又4列の各段の乾燥の良いのは8  

当りが側面からあることと換気扇による風の影拶があると忠一bれ、2段以下の棚はとり出  

す状況にはならなかった。   



蓑仏）2 口 日 昌の含水率  表（剖 棚の蝿頼と位鑑  

＼  ロ  2  5  4   
1  7 ミ  スノコ  ヨシズ  ア ミ   

2   

スノコ  ヨシズ  7 ミ  ヨシズ   

5   

ヨシズ  ア ミ  ヨシズ  スノコ   

A   
ア ミ  ヨシズ  スノコ  ア ミ   

5   

ヨシズ  スノコ  ア ミ  アミ  

」山  

ロ  2  5  4  
7 ミ  スノコ  ヨシズ  ア ミ  
12  50  皿  1ム 

スノコ  ヨシ′ヌ  7 ミ  ヨウ′ズ  
2            占d  55 12   15   

17   

ヨシズ  7 ミ  ヨ亡／ズ  スノコ  
う            dl  29  d5  1A   

ア ミ  ヨシズ  スノコ  ア ミ  
A             59  d5  

15   

ヨニ／ズ  スノコ  ア ミ  7■ ミ  

5             d4  A7  占2  50   

この期間における天候8裁と温湿度は表（7のとおりであって、級低気温0鹿以下の日数  

は竜外で8日、室内上部で8亡卜下部でほ58であった。室内上部は4ロ度以上iこなった   

日は12日、下部では扱高29度で湿度江上部が下郡よりも低い。  

蓑仇  温湿度 と 天候 日 数  

螢 農時々晴 小雨   外気温  壷内温度   外湿度    上 部  下 部  最 高  15．5  54，1  20．4    亘逐 10時  4，2  2．d  d．5  1言て   R8      天 候  晴       日 数  8    d    2    5   
（引 夏期の戚槙  

棚を次表（8－1D）のとおりに位偲して、含水率85－90％の生糞を各段20相を  

入れて調査した。膿拝は108日K∵l』行ったが充分な虎拝は相伴であった。軟便ほ始め   

lこ贋めのものを入れその上に乗せるようにしたが下部曹こいくぶん流れた部分があった。  

乾燥ほ10日臼で2改までは取り出し可能まで行虚したが下郡は悪く、248日で上部  

と同様な状況になった。  
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表軌  棚の種類と1立直  表PI lO8日の含水率  

ロ  12  5  
1  

モミ／ズ  スノコ  7  ミ  

85％   85  8 5   
ア  ミ  ア  ミ  スノ コ  

2              85  85  85   
スノ コ  スノ コ  ヨシズ  

5  

8 5  9 0  9 0  4  7■  ミ  ヨシズ  スノコ   8 5  90  90    ヨ、ンズ  7  ミ  ア  ミ   8 5  9 0  90   

2   

J   1    5  ロ  ヨシズ  スノ コ  テー丁   15  15  12  2  ア  ミ  ア  ミ  ス／言   2 0  20  18  5  スノ コ  ス／コ  ヨシズ   4 0  58  55    7’ ミ  ヨつ／ズ  スノ コ   5 0  4 7  4 D  5  ヨシズ  ア  ミ  ア  ミ   5 0  5（］  4 2  
衰（10） 24日臼の含水率  

水分含有率が80％の生糞でほ気温が届かっ   

たために15日で4段まで取り出し可能の状態   

に乾燥した。この進行状況lま衰（11－15）   

のとおりである¢  

この期間中の気象状況は蓑（14）のとおり   

である。  

2  5   

1   

ヨシズ  スノ コ  ア  ミ  
10  1D  10   

ア  ミ  ア  ミ  スノ コ  
2              10  10  10   

スノ コ  スノ コ  ヨう′ズ  
5           10へる0  10  10   

d   

ア  ミ  ヨrう′ズ  スノ コ  

10・－幻  12  10   

ヨシズ  ア  ミ  ア  ミ  
5             10～幻  1S  1（】  u   

表（11） 棚の饉類と位置  衰（12）15日目の含水率  

1   2   さ   
ヨシズ  スノ コ  ア  ミ  

9   9   9   

7  ミ  ヨー亡／ズ  スノ コ  

2            19  19  10   
スノ コ  7  ミ  ヨシズ  

5            5 0  25  15   
ヨシズ  スノコ  ア  ミ  

4  

20  5口  15   

2   5   

ヨづ／ズ  スノ コ  ア  ミ  
1  

2  7  ミ  ヨシズ  ス′コ   8 0  80  80   
8 0  8 0  8 0  

スノ コ  ア  ミ  ヨシズ  
5  

8 0  8 0  8 0   

ヨ、／ズ  スノ コ  7  ミ  
4  

8 0  80  8D  

－151－   



蓑（15）  20日の含水率  

2   5   

ヨシズ  スノ コ  ア  ミ  
5   5   5   

ア  ミ  ヨシズ  スノ コ  
2  

8   8   8   

スノコ  ア  ミ  ぎシズ  
5  

12  10  10   

ヨ亡／ズ  スノ コ  ア  ミ  
A  

1ロ  12  1つ   

≡麦（14） 温湿度と天候日数  

日   
間  日 数  D  12  2   7  5   

最 高  5 4．5  5 5．7  44．8  A4．1  A‘L8   5 98  72＿9  

期 璽  5ヱ1  

A4．A   

○ 日  

間  8 教  d   占  2  d  の棚が測点である   

ま 要 約   

11Jビニール′－ウスの使用効率の増進を計るために立体使用の可能性を検討した。   

（2J棚の床面の格造監よる差l王、スダレ．金網、スノコ、板張のA種額ではスダレ、金網が  

よく、スダレIi榔枠の上に拡げて使用するのが乾燥糞の処理に便利であった。   

15）′、クスの上部は日が当るために高温になり湿度も低いために鹿焼が速い。段が下る忙従  

って日蔭干の状態で温度も低く、湿度も上部書こ比べて高い傾向にあるために乾燥の行進は  

思いっ  

匝J季節的には気温の低い冬期が悪く1ケ月以上を要し、高温の夏掛土10日－24日で乾  

塊した。  

肋 糞の搬入后の管理は困雌であるために乾燥日数が増加する結果にもなる。  
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仙 段により乾燥日数かこ羞があるが乾燥した棚から入替することも作業が行ないにくいから  

実用的Pこ出し入れを頻繁にして使用するには不向で、乾燥と貯蔵場所とを兼ねた使用力法  

なら利相も可能である。  

（7】ノ、ウスの平面的の利用では乾虎のみについて考えるならば′、ウスの高さ－i低いカが効率  

的になると思われ、糞の搬入搬出、虎搾作業等総合的に考えて改善の余地がある。  

Ⅱ ビニール ハウス利用の乾燥及び消臭   

t 試験方法  

叫 ノ、ウスの構造  

園芸用のパイプビニールノヘウスで間口4＿5？乃、長さ18．187乃、株高2．17刀、軒高1．2  

Ⅲ、面横82．6正、送風用威圧換気頗直径55cれ1基と消臭檜18×1．8xO．9用1基で  

床面はコンクIJ－ト張りのを現地に設置し、場内には55ガのハウスな設直した。これを  

床面板で消臭槽の庇鑑が直線的に位鐙せしめた。現地でほ横に使道せしめた。大きさほ共  

－こ同じである。盛匠局凰磯は次のような性能である。（表†）  

蓑†1】 扇 風機の仕様  

電   圧   10 0V   

直   径   55cm 羽根径5（】（   

鼠政 教   50／る0（托Z）   

凰   速   458／557（7れ／bi】   

凰   臼三   50nmAj（2．2f   

電勤磯   0．2KⅣ   

■ こ一 正   1A5D／1740（rp   

風   量   1Ad／151（立刀／  

ハウスの構造は周明－（2】のとおりである。  

団円）・ハウスの臆造  

蘭楓損  
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図（2I   消臭槽  

材質 ベニヤ板   

ご1月 扶  

鶏糞の堆横厚は5m又lま10甜として反転は搬出までに1－2垣l行ない、水分測定11搬  

入時と搬出時とその中間の5匝l実施した。アンモニアガスの測定ほ測定8ほ翌8、北川式  

検知器で測定した。消臭剤は硫酸鉄を1屈け5kgを籾故に混合した。粗殻の厚さIま20Cm  

である。   

2．成 績   

【11現地式検  

1）乾燥状態  

現地における調査i土d月から8月までの間5国の搬入について行なった結果5em厚の  

堆積では4日目で平均dl％、る8日で1鼠d％と滅しており、‘＝D川厚の堆槙でi工4  

日目で平均44．5％、‘8日で22．1％となり5C叫草の堆横の方が乾燥は良かった。次  

表12Jのとおりである。  
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表【2J 乾燥 の逓行 状況  

孟梅香月8   d■29仁王5一   17 5  

丁 

籠仁一ー川・  

7 8   
n 月日 刑山   戯入 巨 個仰量kg   頗入時  †三㌫1三這示 日げ入畳   ’備 考l －∧山▲・・－・【 反転7月2日    kg              k汐  F ‘．29   …。一三竜亘云   d占．5  45．5  ー】‾「‾l 21．075   150D  1担」 l n      占占．5  d15     10 2dO〔】     22．O  d日日      均   dd．5  A5．5事 21・5   ．＿．【j 反転7月11日      調一驚月8   ス 8  ヱ12  ■m‾ ‾‾丁欄－‾ 715       5 1dO〔   70．0  「丁訂㍍三＝15   1担】       7ロ．0      10 2400    45．A 22．5  7日目  

反転8月15日  

8月15日  
1－l  

2凶  

平均   
1〔】240〔  70．0  A2」21，858日 小山ら1198 7（】．D  

i  

調査月日   8．17   d■蔓828互 8. 233 反転8月19且  
95  

1也  

A 5000  72．0  52．5 22．5 平均   7㌫‾1  42・2山0    8．11  AO〔iO  調度月日  8、11  8，1A⊇8．1d        5 1占00  7〔〕．□  58．517B 8．1占  反転8月27日  
1  9  

75000   7∠．0  Al．7 20．2   5日且  

15。ml占OD   d8，7  41．0  19d  

均                        4〔】0〔〕1〔）Cm2A（）0 ；7C机2000   占8，7 る8．7   
2）アンモニアガスの発生及び消臭の状況   

アンモニアガスの発生及び消臭の状況Iま、液体の消臭剤を粗殻に散布したが・撲殺の   

潅水の馨いことと熱風のために乾燥が早く、5時間程度で乾くためiこ実用的ではなかっ  

ナニ。  

5垣】を平均すると投入日から1日目で平均7ソキュ7ガスの発生は55PPlⅥ、4日  

目で174PPlⅦ．d日日では42．2Pf■1止であって、このガスを硫厳談の混合籾殻の  

消臭槽を通過させると、1日自で15PPルL A8日でdム2PPM、d日且で1DP   

Pl嶋と減少して、乾燥のために発生する臭気についてほ一応公害防止の効果があった。  

アンモニアガスの状態は次表（別のとおりである（   



蓑吼  アンモニアガスの状態（PPルⅠ）  

分  一L盛目  備  考   
調査月 日  占．5 0  7  5  ス 5   

1（～．29  
液体の消臭剤使用  
脱臭効果なし  

消臭槽の上  50  い00  
l712   

2  ス  8   

調査月 日  8．11  8．14  d   
脱臭剤、硫酸鉄使用1恒」7．5kダ  

5 8．11  
8月1d上］75相追加する  

消臭僧の上   ロ  5019く   5   

凋奄月8  8．18  8，2 0  8，2 5   

A 8．17  

凶 搬入月日  区                                      ダクト前部  7 D  10 0  5 0          5 D        調査月 日  Z 9   ス15   ダクト前部  7 0  120  58                     盲了      ダクト前部  5  55（）  50  

8月20日75kダ追加する  

脱臭剤＿硫酸鉄使用1凶ス5kク  

205／5   

調奄月 日  8．之占  8．2 8  8．51   
脱臭剤、硫頗鉄使用上凶75kg  

消臭格の上   0   
ダクト前部  55  17A  4 2．2   

平 均  
消臭槽の上  15  Ad．2  18．0  5 8．2d               ダクト前部  2D  15 D  3 0       15  5              ‖  

5）気候状況  

調査期間の天候は好天候の日が多く、乾燥は良好であった。2垣l自と5垣＝］とを比較  

すると搬入時はフ0％の含水率であったが気温が高く、晴天の日が多かった5凶日の力  

が乾燥の状態が良く＿搬入量が同じであったにもかかわらず2E】早くしかも乾燥状態が  

良かっナニ。  

高温であったために醸酵が憾んでガスの発生畳も多く乾燥も早まったものと思う。期  

間中における平均値湿度と天候の日数は次表仰のとおりである。   

表匝J 気 象 状 況  
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舎内外の温湿度をサミスタ「自記温得度計で1日の変化を測定した結果は別表（5Jのと  

おりであったが夜間は測点間に大差はないが昼間ではその差が大きくなっておりこの原   

困は樹木や他の建物の影の影響が現われたものと思われる。   

表（51 測点部位と記録  

0舎外商  

碩柵＜ノー／  北オク  

サミスター自記温湿度計測点記録  Aス 8．12  
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（2）場内試験成績   

1）乾燥状況  

7月から8月の間に5回の搬入iこついて調査をした。1L』の搬入造は55口幅で平均   

含水率は7う．5％で乾燥日数も多くを必要とした。含水率78％でほ15日目でAl％  

で乾燥ほ不充分であった。その状況l土讃（5Jのとおりである。  

表（51 乾  燥  状  況  
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2）アンモニアガスの発生及び消臭の状況  

アンモニアガスの消臭博通庄時は平均して初E＝土12PPユⅦで9E＝］が多く15PP   

Mで次后低下しているがその状況は表札のとおりである。  

葱勘  ア ンモニ アガスの状態 （PPM）  

月  日   718   7. 211 乙24   7.27 1さ†   8． 2  

Pl〉M   5   10   15  20  2 0   20   

月  日   7 2 5   乙28  ス51  8． 5   8． 7   8．9  

回  撥入月日  区 分  鱒入8   

58日   占8目  9日目  15日巳  15E】目   

PPlu   15  1D  15  2 0   15   15   

月  日   8．1   8． A   8． 7   8．1D   8．14   8．1d  
5   8．1  

PPlⅦ   15  2D  15  15   15   10   

月  8   8． 8   8．11   8．1A   8．17   8．21   8．2A  
d   8， 8  

PPJ減   15   15   15   15   5  5  

月  日   臥15   8．18   8．21   8．2A   8．28   8．51  

15  8．15  PPlvl 10   5   
5   5  1q／5  1ロ／ち   

5）室内外の気象状況   

糞の条件が同じであれば．温度が高く晴天日数が多い場合は良い。晴天日数も虐綬し   

ている場合の方が良い。1」頭目と4凹巨の比較が前の例であり、2凶日と5恒‖∃て行文2  

回目が温度がやゝ高いが、晴天日数の塵癒している5回目の月が良い。期間中の平均温  

湿度と天候日数を土蓑け上のとおりである。   

蓑17J   気 象 条 件  
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飢要 範  

1）場内に55〝r、現地に82．占オの園芸用のビニー′レ、ウスを設燈し、簡易消臭槽を付  

けて鶏糞の乾燥と消臭について試験した。   

2）現地と場内ハウスの差は大きさと床面のコソク叩－ト堰と板張り、消臭槽の放り付け  

位置のちがいである。  

5）乾燥8数は現地では1週間、場内でlま2週間以上を必要としたがこれは場内における  

糞の含水率が平均4．占％現地よりも高く汚泥状の軟便であることも原田ではあるが構造  

的の鯛係も有るものと思われる。   

A）′、ウスの床面崩が82．占〟で55〝rの約2．5倍の大きさであったが簡易消臭槽の大き  

さIま同じであっても消臭効果は同様であって、乾焼8汲も少ないことからしてこの程度  

の大きさならば絢5．5正の消臭糟でよいと思われる。  
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